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Ⅳ 女 性 の 社 会 参 画 
 

１ 女性のリーダーが増えるとどのような影響があると思うか 

 

問17 あなたは、社会の各分野で、女性の参加が進み、女性のリーダーが増えるとどのような影

響があると思いますか。（○はいくつでも）[今年度新規調査項目] 

 

全体では、男女ともに、「男女問わず優秀な人材が活躍できるようになる」（女性71.2％、

男性68.7％）が最も多く、次いで、「多様な視点が加わることにより、新たな価値や商品・

サービスが創造される」（女性60.0％、男性59.8％）、「女性が持つ意見や発想が反映され

る」（女性59.6％、男性57.5％）の順となった。 

男女の差が大きいものとして、「男女問わず仕事と家庭の両方を優先しやすい社会にな

る」では女性（42.9％）が男性（31.1％）を11.8ポイント上回っている。 

 

図17-1 女性のリーダーが増えるとどのような影響があると思うか 項目別一覧 （性別） 
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【年代別】 

 男女共に、全ての年代で「男女問わず優秀な人材が活躍できるようになる」が最も多くな

っている。 

 

【「男は仕事、女は家庭」への賛否別】 

  いずれの層でも「男女問わず優秀な人材が活躍できるようになる」が最も多くなっている。 

 

図 17-2 女性のリーダーが増えるとどのような影響があると思うか 項目別一覧 

（年代別、「男は仕事、女は家庭」への賛否別） 
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図17-3 女性のリーダーが増えるとどのような影響があると思うか 項目別一覧 

（性・未既婚別） 
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２ 女性が方針決定の場に参画するために必要なこと 

 

問 18 あなたは、自治会や PTA、自主防災組織などの地域活動において、女性が方針決定の場に

参画するためには、どのようなことが必要だと思いますか。（○はいくつでも） 

[今年度新規調査項目] 

 

女性では、「さまざまな立場の人が参加しやすいよう活動時間帯を工夫すること」（55.5％）

が最も多く、次いで「地域活動のリーダーは男性が務めるという性別による役割分担意識を

改めること」（35.7％）となっている。 

男性では「地域活動のリーダーは男性が務めるという性別による役割分担意識を改めるこ

と」（51.8％）が最も多く、次いで「さまざまな立場の人が参加しやすいよう活動時間帯を

工夫すること」（45.3％）となっている。 

 

図18-1 女性が方針決定の場に参画するために必要なこと 項目別一覧 （性別） 
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【年代別】 

 女性では全ての年代で「さまざまな立場の人が参加しやすいよう活動時間帯を工夫するこ

と」が最も多くなっている。 

 

【「男は仕事、女は家庭」への賛否別】 

女性では、いずれの層でも「さまざまな立場の人が参加しやすいよう活動時間帯を工夫す

ること」が最も多くなっている。 

男性では『賛成である』では「さまざまな立場の人が参加しやすいよう活動時間帯を工夫

すること」が最も多く、『賛成しない』では「地域活動のリーダーは男性が務めるという性

別による役割分担意識を改めること」が最も多くなっている。 

 

図18-2 女性が方針決定の場に参画するために必要なこと 項目別一覧 

（年代別、「男は仕事、女は家庭」への賛否別） 
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【地域別】 

 女性では、いずれの地域でも「さまざまな立場の人が参加しやすいよう活動時間帯を工夫す

ること」が最も多くなっている。 

男性では、能登北部以外で「地域活動のリーダーは男性が務めるという性別による役割分担

意識を改めること」が最も多くなっている。 

 

【未既婚別】 

 女性では、いずれの層でも「さまざまな立場の人が参加しやすいよう活動時間帯を工夫する

こと」が最も多くなっている。 

男性では、いずれの層でも「地域活動のリーダーは男性が務めるという性別による役割分担

意識を改めること」が最も多くなっている。 

 

図18-3 女性が方針決定の場に参画するために必要なこと 項目別一覧 

（性・地域別、性・未既婚別） 
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